
官庁施設の整備を通じて学ぶ

■仕事のやりがい

仕事のやりがいは、日々の仕事で専門知識が身についていく事の他、建物の環境負荷低減
など業界全体の取組みについても研修などを通じて見聞を広げることで、建物に対する着眼
点が増えていくことです。
過去に携わった建物を改めて見ると違った視点での気付きがあり、少しずつですが視野を

広げながら建物を観察できるようになっている実感がわく瞬間は達成感があります。
また、図面上で見た内容を工事現場に足を運んで実際に確認すると、建具や間仕切り壁、

一つとっても気付けなかった事を多く知れるため、デスクワークの気分転換にもなります。

■休日の過ごし方

コロナ禍の外出規制をきっかけに始めたベースを今でも継続して練習しています。休日など
時間がある時は好きな曲をコピーしてリフレッシュしています。

令和２年度 入省（建築）
営繕部 整備課 建築設計審査係 前川 耀太朗

■現在の業務

営繕部 整備課では、庁舎をはじめとした国が所有する公共施設の整備を行っています。

私が担当している建築設計審査係は、施設の新築や改修にかかる設計図面の審査や、
工事現場からの設計図書に関する質疑応答が主な仕事です。

仕事はデスクワークが多いですが、施設の劣化状況を調査したり、工事現場へ打合せ
のために出張することもあります。

初めて携わった新築工事の現場

「春日井公共職業安定所」

■職場の雰囲気

大学で学んだ事が直結する機会は多くないですが、図面を審査しながら職場の方々から
優しく丁寧な指導をいただけるため、不安は少なく働けています。
また、テレワークやパソコンの周辺機器などICT環境整備にも取り組んでいるため、働き

やすい職場です。

建具の取付け現場 職場風景


	スライド番号 1

